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 研究の背景 

超高齢化社会を迎えた我が国においては、高齢ドライバーの交通事故防止が喫緊の課題

となっている。新型車への自動ブレーキの搭載義務化はその対策の一つであるが、自動車・

歩行者・自転車など多くの主体が相互に作用し合う交差点部では、車両を十分に制御しき

れないことが予想される。そのため、交差点部における予防安全技術の更なる開発が必要

である。 

一方，交差点部において交通事故の発生リスクが高まっている際には、特異な走行挙動

が生じていると考えられる。また近年著しく進歩している機械学習を用いた異常検知は、

交差点部の走行挙動の異常検知にも適用可能と考えられる。 

 

                研究の目的 

学位論文では、交差点部における走行挙動に機械学習を適用して異常運転を検知する手

法の構築を目的としている。その際、異常運転を２つの観点から検知することを行ってい

る。一つは、運転者全体の走行挙動との乖離度合いで異常度を定義し、異常運転を検知す

る手法（個人間異常運転検知手法）、他方は、自分自身のこれまでの運転挙動との乖離度合

で異常度を定義し、異常運転を検知する手法（個人内異常運転検知手法）である。これら

２つの手法の性能評価を通じて、構築した手法の有用性を確認している。 

 

研究の内容 

被験者（65 歳以上の高齢者）が所有する自動車に観測機器を設置し、計 30 名の走行挙

動（位置情報、3 軸成分の加速度、車両速度、操舵角）データを収集している。 

複数名で自動車を利用されている場合には、運転者を特定した上で、異常運転検知を行

うことが必要であることから，まず初めに、交差点部の走行挙動からドライバーを特定す

る学習モデルを構築している。Long Short Term Memories を適用することで、他の先行研究

よりも高い精度で運転者を特定できることを示している。この成果は、査読付き論文２編

（[1]、[2]）に纏められている。 



 次に、２つの異常運転検知手法を構築している。研究の目的に記したように、一つは、

個人間異常運転検知手法、他方は個人内異常運転検知手法である。なお個人内異常運転検

知の先行研究は見当たらず、当学位論文の独創的な点である。 

個人間異常運転検知手法の構築に際しては、正常・異常の境界線決定の操作性が良い One 

Class Support Vector Machine を適用して、学習モデルを構築している。異常運転の検知精度、

検知速度を既往研究の手法と比較し、構築した手法が最も優れていることを確認している。

この成果は、査読付き論文１編（[３]）に纏められている。 

また個人内異常運転検知手法の構築に際しては、運転特性の変動度合いを定量的に把握

できる Long Short Term Memories Auto Encoder を適用して学習モデルを構築している。他の

手法を適用した学習モデルと比較し、検知精度、検知速度ともに最も優れていることを示

している。この成果は、査読付き論文１編（[４]）に纏められている。 

なお、個人間異常運転検知手法と個人内異常運転検知手法のどちらが先に検知されるか

を検証した結果、運転者によって異なることが明らかになった。したがって、交差点部で

の異常運転検知は、本研究で構築した個人間異常運転検知手法および個人内異常運転検知

手法の二つの手法で検知すべきことが示されている。 

以上、本論文において著者が検討して得た結論に記された事柄は、今後の我が国におけ

る、交通事故の低減に寄与する可能性を十分に秘めている点で、極めて有用であると判断

できる。また、本論文の価値は工学的な観点からも十分に評価できる。よって、本論文は

博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認められる。 
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